
 

12月の終業式で皆さんに、周りの人の「心のつぼ」を満たすことができる人になってほしいと

お話しました。３学期も、みなさんのあたたかなひと言で、色々な人の心を満たしてあげてほし

いと思います。 

  
 

 

校長 今野 由紀子 

 ３学期に皆さんに伝えたいことがあります。それは、「一隅を照らす」人につい
てです。「一隅」とは「かたすみ」のこと。「照らす」とは「光をあてて明るく」す
ること。「一隅を照らす」には、「自分が今いる場所で、自分にできることを一生

懸命やりましょう。」というメッセージが込められています。例え目立たないこと

でも一生懸命にやると、自分も周りの人も幸せになるのだと思います。 
12 月末、朝、学校に来ると手作り門松が私を迎えてくれました。とても、心が

温かくなっていくのを感じました。きっと、私だけでなく先生たちや来客の方々
は、この門松を見て、笑顔になったり心が穏やかな気持ちになったりしたのでは
ないかと思います。この門松は、用務手の新保さんの手作りで、学校の敷地内の
廃棄予定の竹で作られています。お店で、売られている門松ではないかと思うく
らいに素敵な門松です。とても嬉しかった私は、新保さんに、お礼を言いました。
でも、新保さんは、謙虚にこう言ったのです。「いいえ、学校に竹があったから、
もったいないから作っただけなのですよ。」と。 
そういえば、用務手の新保さんは、２学期に東中学校の玄関から門までの一面のアスファルト

のデコボコを、生徒の皆さんや送り迎えしてくれる保護者の皆さん、先生たちのために、汗水を
流しながら舗装してくれました。また、秋には、たくさんの落ち葉で埋め尽くされた広範囲の駐
車場を毎日きれいにしてくれました。他にも私たちが過ごしやすいように、校舎内の様々なとこ
ろを直したりきれいにしたりしてくれています。 
自分が今いる場所で、自分にできることを一生懸命にやってくださる新保さんは、周りの人を

幸せな気持ちにしてくれています。まさしく一隅を照らす人なのだと思います。新保さんの「心
のつぼ」を満たせるように、私ももう一度、新保さんに感謝の気持ちを伝えてみようと思います。 

 
３学期は、「一隅を照らす」ことのできるみなさんの姿を期待しています。そして、たくさんの

人の「心のつぼ」を満たせる人になってほしいと願っています。私自身も、この３学期、皆さんの
ステキなところをたくさん見つけていきたいと思います。 

教育目標「進んではげむ、心ゆたかな生徒」 
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一隅を照らす人 
            ～３学期 始業式 校長講話より抜粋～ 



             ２学期学校評価について 
２学期の学校評価と、その分析についてお知らせします。アンケートにご協力いただいた保護

者の皆様、ありがとうございました。 

 

＜生徒アンケート＞ 
全校 生活に関するアンケート  赤：A 評価  青：B 評価  橙：C 評価  緑：D 評価 

①毎日の学校生活を楽しいと

感じますか。 

②授業をとおして、５つの資

質・能力を高めることができ

ましたか。 

③学習ログの活用により、

授業が「分かる、できる、

役に立つ」と感じますか。 

④1 日の家庭学習を学年で指

定された時間以上行っていま

すか。 

⑤自分の個性を理解し、自分

を大切にすることができてい

ますか。 

   

 

 

⑥自分自身の言動に気をつ

け、誰かのために行動するこ

とができましたか。 

⑦「差別やいじめは許され

ず、差別する側・いじめる側

に問題がある」と思います

か。 

⑧学校行事や地域行事を通

して、郷土のよさを感じた

り、地域のためになること

を意識したり、行動できま

したか。 

⑨保健体育や部活動を通じ、

意欲的に運動に取り組み体力

の向上が図れましたか。 

⑩生活習慣を安定させ、朝食

が適切にとれましたか。 

     

⑪生活習慣を安定させ、睡眠

時間が適切にとれましたか。 

⑫毎日、相手に聞こえる声で

あいさつしていますか。 

⑬毎日、ルールやきまりを

守って生活していますか。 

⑭他の人の立場や気持ちを思

いやった言葉がけや行動がで

きていますか。 

⑮給食後に歯磨きをしていま

すか。 

   
 

 

⑯メディアや食生活を記録す

る取組により、生活リズムを

改善することができました

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

A 評価とＢ評価を合わせた肯定的評価の合計ポイントが高いのは、『⑭他の人の立

場や気持ちを思いやった言葉がけや行動ができていますか。』の 95％と、『⑥自分自

身の言動に気をつけ、誰かのために行動することができましたか。』の 94％でした。

これは、生徒会による「いじめ見逃しゼロ」の取組として、全校道徳やクラスミーテ

ィングを行ったことが、肯定的評価にもつながったと考えられます。また、子どもた

ちが、授業や学校行事、生徒会活動など様々な活動を通して、自己を認めることで自

己肯定感を高め、さらには他者をも大切に思う力につながったのではないかと考え

ています。 
その反面、Ａ評価（赤）の割合が低いものをみていくと、『④1 日の家庭学習を学

年で指定された時間以上行っていますか。』が低くなっています。２学期からは、担

当教科の先生から「自学おすすめメニュー」が出され、教室掲示も行っております。

ぜひ家庭学習に活用するよう、ご家庭でもお子さんにお声掛けをお願いいたします。 



＜保護者アンケート＞ 
生活に関するアンケート    

（赤：そう思う  青：どちらかというとそう思う  橙：あまりそうは思わない  緑：そうは思わない） 
①学校は、保護者や地域の声

に耳を傾けている。 

②学年だよりなどで学校や生

徒の様子が分かる。 

③学校はいじめや不登校、生

徒指導の問題に適切に対応し

ている。 

④教職員は、子どもや保護者

にきめ細かく対応している。 

⑤子どもは、喜んで学校へ通

っている。 

     

⑥子どもは、学校の授業をだ

いたい理解している。 

⑦子どもは、平均すると毎日

1 時間以上家庭学習に取り組

んでいる。 

⑧子どもは、きちんとあいさ

つをしている。 

⑨子どもは、ルールやきまり

を守って生活している。 

⑩子どもは、きちんとした言

葉づかいができている。 

   
  

⑪子どもは、部活動に喜んで

参加し、一生懸命取り組んで

いる。 

⑫子どもは、家で健康で規則

正しい生活を送っている。 

⑬家庭で､メディア(ＴＶ･ゲ

ーム･ネット･スマホなど)の

使い方についてルールや約束

を設けている。 

Ａ評価とＢ評価を合わせた肯定的評

価の合計ポイントが高いのは、『①学校

は、保護者や地域の声に耳を傾けてい

る。』で 94％でした。今後も、何かお気

づきのこと等ございましたら、どんな

ことでもかまいませんので、連絡をい

ただけたらと思います。子どもたちの

ために、保護者や地域の皆様の声を大 
   

切に受け止め、力を尽くしてまいります。 

また、『⑦子どもは、平均すると毎日 1時間以上家庭学習に取り組んでいる。』の肯定的評価が 51％で

あることを踏まえ、子どもたちの学習意欲を高めるために、３学期からは、定期テスト前学習会を実施し

ているところです。定期テスト前の放課後の 30分間を学習する時間として設け、５教科の中で質問した

いことがあれば、指定された教室で学習をし、それ以外の生徒は自教室で勉強しています。 

 

＜保護者アンケートの自由記述から＞ 
 12月に実施しました保護者アンケートで、学校の教育活動にたくさんのご意見をいただき感

謝申し上げます。全体にかかわるご意見を中心に回答させていただきますことに、ご理解をお願

いします。（同様の質問は内容を集約しています。） 

【生徒指導に関して】 

  ○ＳＮＳの影響のせいか、言葉づかいが非常によくないと思うことがあるので、厳しく指導 

してもらえたらと思います。 

   →学級、学年、全校等で、「言葉づかい」について子どもたちに話をし、指導を継続してい 

きます。 



○傘に名前がなく、傘立てをみんなで共有しているため、傘がなくなったことがあります。 

   →申し訳ございませんが、現状のスペースで仕切ることが不可能です。自分の傘である「目 

印」（マスキングテープを貼る・名前を書く等）をつけるよう、子どもたちには呼びかけ 

ていきます。 
 
 

 
 
 １月 31 日に生徒総会が行われ、その後の「引き継ぎ式」で、３年生の生徒会から１・２年生の
生徒会へとバトンが渡されました。いよいよ、１・２年生が自分たちの学校を、自分たちの力で
つくっていくことになります。代々引き継がれてきた大切なバトンを、今度は自分たちの色に染
めていってほしいと思います。 
 

【新生徒会役員４人から全校の皆さんへのメッセージ】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３年生からのバトンを引き継ぐ ～新生徒会役員からのメッセージ～  

任命式 

≪生徒会長≫ 
 皆さん、こんにちは！生徒会長の○○○○です。

私は、公約として、主に「学力の向上」を掲げていま

す。演説会でもお話したような「朝学習」や「問題の

作成・配信」などの取組をはじめ、生徒の皆さんの声

を取り入れながら、生徒会運営に取り組んでいきた

いと思っています。私自身、まだ至らない所も多い

ですが、これから１年間よろしくお願いいたします！ 

≪生徒会副会長≫ 

 
 全校の皆さん、普段の

学校生活で困っている

こと、分からないこと、

改善してほしいことは

ありませんか？私は、全

校の意見が反映される

学校を目指しています。

目安箱を通してでも、直

接でもかまいません。何

か困っていることなど

があったら気軽に教え

てください。これから一

年間、積極的に全校の

声に耳を傾け、さらによ

りよい学校にできるよう

に頑張りますので、ご協

力お願いします！ 

≪応援団長≫ 

 
 応援団長の○○○○

です。私は、応援団長と

しての自覚を持ち、明る

いあいさつを心がけて

いきたいです。激励会

でも、選手の力に少しで

もなれるように、大きな

声で応援します。イベン

トでは、球技大会だけで

なく、トランプなどを使

い、スポーツが苦手な

人でも楽しめるように

工夫していきます。最後

になりますが、全校の皆

さんがより仲良くなれ

るようにしていきます。

よろしくお願いします。 

≪生徒会副会長≫ 
 こんにちは。生徒会副会長の○○○

○です。日頃から、生徒会活動にご協力

をいただき、ありがとうございます。私

たち生徒会では、学校生活をより充実し

たものにするために、みなさんの声を

大切にしながら活動を進めています。こ

れからも、全校の皆さんが笑顔で過ご

せる学校を目指して、努力していきます

ので、引き続きよろしくお願いします。 



 
 
 １月 23 日に、保護者や地域の方をお招きし、新発田市の課題解決に向けたアクションのまとめ
の発表会が行われました。すべての班が堂々と課題解決の方策について発表していました。 
 
【地域の方の声】 

 ○とてもよい取組で、２時間があっという間に過ぎたくらい。私自身勉強に 

なりました。班ごとに発表している姿に練習成果が感じられ、拍手にも力 

が入りました。どうか、これからも新発田愛を持ち続けて！ 

 ○新発田の課題を色々な観点から捉え、１年間の成果として短い時間の中で 

うまくまとめて発表していたことに、とても感心させられました。タブレ 

ットを使いこなしている様子に現代っ子だなあと驚かされました。 

 ○いじめ・ジェンダーレス問題、新発田市の活性化のための方策など、とて 

も重要な課題に取り組み、生徒の認識の高さが表れていました。 

※地域の方の中には、素晴らしい発表だったと感激し、発表会の様子 

や成果物についてプリントにまとめてくださった方もいました。（右上）  

１年生 地域探求学習  ～まとめの発表会～   １月 23日  

       

「産業振興チーム」の成果物 

「健康長寿・少子化対策チーム」の成果物 

「教育チーム」の成果物 

「産業振興・その他チーム」の成果物 

 

レシピを

考案 

 

パンフレ

ット作成 

 



○２月の主な行事予定 

 
詳細な予定については、ホームページ、学年だより、メール配信等でご確認ください。 


